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図 1：OLED/LED 設計の典型的な側面を示す図 
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▶電磁光学シミュレータ（LED Utility）で計算されたガラス内のファーフィールド分布を、LightTools で使用するために

光線データソースに変換します。 

▶BSDF と光線データソースを使用して、LightTools は LED/OLED の全体的な性能をモデル化するために使

用することができます。 

ミックスレベルシミュレーションの詳細については、Bahl et.al [1, 2]を参照してください。 

 

 
  

図 2: 電磁光学(DiffractMOD +FullWAVE) とレイトレーシングを組み合わせたシミュレーションの概念図 

左側が簡略化された OLED 構造、右側がレイトレーシングに使用された構造 

  

傍題: 従来の BSDF テクニックを超える RSoft BSDF/UDOP のアドバンテージ 
電磁光学ツールと光線光学ツールをリンクさせるために使用される従来の BSDF アプローチと比較して、前述のアプロ

ーチにはいくつかの主要な利点があります。その主な利点のいくつかを以下に列挙し、詳しく説明します。 

▶ 







LED/OLED Design Using Mixed-Level Simulation 6 

 

 

 

 

 

 



LED/OLED Design Using Mixed-Level Simulation 7 

 

図 11：a) モスアイパターンのガラス-空気界面。b) 様々な出力角度分解能の BSDF に対する UDOP

（青線）の受信機でのファーフィールドパターン 

 

図 11 は、従来の測定による BSDF を用いた結果が出力角分解能に基づいて劇的に変化し、RSoft UDOP と同様の結果（出力分

解能に依存しない）を得るには非常に細かい出力角分解能が必要であることを示しています。より細かい BSDF の出力解像度の

要件は、より多くのメモリを必要とするだけでなく、大きなサイズのファイルを読み込む際に非効率になる可能性があります。 

 

ケーススタディ３： 偏光 LED 
最近の研究では、高効率バックライト LCD、プロジェクションディスプレイ照明、一般照明のコントラスト向上（グレア低減

による）、センシング、通信など、偏光 LED の多くのアプリケーションを実証しています。前述のとおり、従来の方法では、

平均化によって偏光データが失われるため、偏光に敏感な構造では正確ではありません。RSoft BSDF UDOP は、偏光

LED を正確にシミュレーションするために不可欠な偏光効果をネイティブに含むことができます。詳細については、Bahl 

et.al[1]を参照してください。 

 

偏光 LED の構造の一例を M. Ma et.al [5]に基づく図 12 に示しています．これは、バックエミッション型 GaInN/GaN LED の基板-

空気界面にワイヤグリッド偏光板 (WGP) を使用したものです。WGP は、偏光に基づく光のフィルタリングに使用できるサブ波長

の金属製グレーティングです。WGP から反射された光（主に非透過偏光）は、偏光変換・リサイクル機構により再利用することが

可能です。

  

図 12: a) Al 系ワイヤグリッド偏光板を基板-空気界面に配置したバックエミッション型 GaInN/GaN LED 

b) 2 つのアプローチによる LED から放射されるパワー RSoft UDOP（青線）および従来の BSDF（緑線）の 2 つのアプローチを用いた LED からの発光パワ



 

波長 0.46μm，周期 0.15μm，デューティサイクル 0.26，深さ 0.19μm の構造です。 


